平成28年度　第２回静岡市障害者自立支援協議会　会議録
１  日時 　　平成29年２月２日（木） 午前10時00分～正午
２  場所     駿河区役所　３階　大会議室１・２
（静岡市駿河区南八幡町10-40）
３  出席者　 

（委員）　　江原勝幸委員（会長）、鈴木眞知子委員、畠山直史委員、山本忠広委員、望
月晃次委員、長谷川浩志委員、浅野一恵委員、檜垣智郎委員、松本仁美委員、
中村文久委員、佐野可代子委員、松井和泉委員、原田まゆみ委員
（事務局）　　田形保健福祉長寿局次長兼健康福祉部長、吉永障害者福祉課長、村松地域リ
ハビリテーション推進センター所長、荒田児童相談所長（代理出席）、藤田
精神保健福祉課長、梶山商業労政課雇用労働政策担当課長（代理出席）、前
島葵福祉事務所障害者支援課長、松田駿河福祉事務所障害者支援課長（代理
出席）、森井清水福祉事務所障害者支援課長、川島学校教育課長（代理出席）
（相談支援事業所）静岡市障害者相談支援推進センター、障害者生活支援センター城東、サポー

トセンターコンパス北斗、静岡市支援センターなごやか、アグネス静岡、ひ

まわり事業団ピアサポートセンター、静岡医療福祉センター児童部地域支

援・相談室「やさしい街に」、地域生活支援センターおさだ、清水障害者サポ

ートセンターそら、障害者相談支援センターわだつみ、はーとぱる
４　欠席者
（委員）　 望月融委員、岡庭隆門委員

　　（事務局）　　塩澤保健衛生医療部長

５　傍聴者　　一般傍聴者　１名

　　　　　　 　  報道機関　　０社

６　議題　（１）平成28年度　専門部会の活動について
（２）平成28年度　各区の地域課題について

７　報告事項　 （１）委員提案への対応について
（２）発達障害者支援体制整備検討委員会からの報告について
（３）静岡市指定障害福祉サービスの基準条例等の一部改正について
（４）次期障がい者計画・障がい福祉計画及び心のバリアフリーイベントについて
８  会議内容
（１）開　会

（２）会議の成立確認

（３）会議公開・非公開の了承
（４）議題１　平成28年度　専門部会の活動について
（江原会長）

　「議題１　平成28年度　専門部会の活動について」これにつきまして、説明をしていただきたいと思います。なお、こちらにつきましては、各部会に所属する委員からのご説明をお願いいたします。まず、就労支援部会について、部会長の中村委員お願いしたいと思います。よろしくお願いします。
～就労支援部会長　中村委員より説明～

（江原会長）

ありがとうございました。今もありましたが、他の部員からの補足等ありますでしょうか。また何かこの部会の活動についてご意見、ご質問等ございますでしょうか。

概要という形ですが、ゆうやけ相談会を２回実施して、２回目は非常に良い雰囲気の中で定着に向けた取り組みをなさった、ということで今後も継続的に実施していく、まさに発展させていく、ということが報告されました。

よろしいでしょうか。それでは、次は相談支援事業評価部会、これにつきまして、鈴木委員お願いします。
～相談支援事業評価部会員　鈴木委員より説明～

（江原会長）

ありがとうございました。事業評価部会の報告で４事業所の評価について報告がありました。他の委員の方もいらっしゃいますが、いかがですか。この報告について何かご意見、ご質問等あればお聞きしたいと思いますが、よろしいですか。詳しくは事前に資料が配布されましたので、今は概要という形でお話がありました。
　よろしいでしょうか。今後は自立支援協議会を終えて、自己改善計画の通知・提出ということで、取りまとめていくということです。
　よろしいでしょうか。それでは、次にいきたいと思います。次の部会は権利擁護・虐待防止部会になります。原田委員よろしくお願いします。
～権利擁護・虐待防止部会長　原田委員より説明～

（江原会長）

ありがとうございました。補足、もしくはご意見、ご質問等ございますでしょうか。活動については２点ありました。障害者差別解消支援地域協議会、これについての取り組みを活動内容とあとは成年後見制度、市長申し立ての方の利用について検討さなっている、というところです。今後、協議会の設置に向けた取組み、準備等、後は成年後見制度についての今の課題についての解決、検討をする、ということだったと思います。
よろしいでしょうか。それでは、続いて４ページになりますか、地域生活支援部会強度行動障がい者支援施設サポートプロジェクトというところで、堀越さんお願いします。
～強度行動障がい者支援施設サポートプロジェクト座長　
特定非営利活動法人静岡市障害者協会堀越氏より説明～

（江原会長）

ありがとうございました。補足、ご意見、ご質問等ございますでしょうか。アドバイザーの派遣ということと、講演、演習の活動が行われるということで、関心の高さが示された、ということが報告されました。
よろしいでしょうか。それでは、次の部会の報告にいきたいと思います。地域生活支援部会の地域生活支援拠点プロジェクトの方、望月委員お願いしてよろしいでしょうか。

～地域生活支援拠点プロジェクトメンバー　望月委員より説明～

（江原会長）

ありがとうございました。補足等ございますか。４回の部会が開かれて、という形で今後も「相談」「専門性」等５つの役割について協議していく、というご報告がございました。
　よろしいでしょうか。それでは、つづいてヘルパー人材確保・養成プロジェクトです。これは山本委員、お願いできますか。
～ヘルパー人材確保・養成プロジェクト座長　山本委員より説明～
（江原会長）
ありがとうございました。補足、ご意見、ご質問等ございますでしょうか。課題整理をなさって、さらにそこから、できるところから進めていくということで、報告がございました。
　よろしいでしょうか。それでは、これは新規の部分ですが、地域移行支援部会の報告をお願いします。長谷川委員お願いします。
～地域移行支援部会員　長谷川委員より説明～

（江原会長）

ありがとうございました。ご意見、ご質問等ございますでしょうか。
　各部会、プロジェクトの取り組みを概要ですが、報告していただきました。委員の皆様、様々な部会、プロジェクトに関わられているので、こういった部会やプロジェクトが活動していくことでより充実した支援が進んでいくのではないか、と思っております。よろしいでしょうか。
（浅野委員）
　すみません。
（江原会長）
　浅野委員、どうぞ。
（浅野委員）
　今専門部会の方のご報告を受けました。事務局の方にお聞きしたいのですが、長谷川委員から少し言葉も出ました、市の地域包括ケアのシステム、全体的な静岡市の福祉的な包括システムの中にどういう風にこれがリンクしていって、また関わる人達がこちらに興味を持っていただいているのか、その辺の現状が分かったら教えていただきたいのと、ますます関わりを深くしていかなくてはいけないので、この人たちとの話し合いの場はどういう風に行われるのかちょっと教えていただきたいです。
（江原会長）
　はい、どなたになりますでしょうか。
（浅野委員）
　全体のことなので、どなたに言ったらいいか分からないのですが。

（藤田精神保健福祉課長）
　地域包括ケアシステムの現在の取り組みの中心になっているのは、認知症とか高齢者の方の地域における生活を支えていく仕組み、というのがまず優先にされています。2025年問題に対応した取り組みが必要だ、ということで静岡市の局の中に地域包括ケア推進本部ができまして、そちらが先行して動いているわけです。一方で、精神保健のところでは、精神版の地域包括ケアシステムが必要と国から示されておりまして、今後は高齢者のシステムの中に精神の方をどのように入れていけるか詰めていかなければならないかと思いますが、まだ現在の段階では、精神のところではこの地域移行・地域定着の仕組みづくりの方がまず優先されている、というような状況でございます。
（佐野委員）
　はい、ありがとうございます。先ほどこの専門部会の前にも出てきていた、相談事業の評価のところにも出てきたり、あるいは就労のところにもありましたけれど、居場所づくりであったり、あるいは差別の解消地域支援協議会であったり…いろんなものが全て地域包括のケアシステムに関わってくることなので、後程、ということにならないように、初めからそういった障がい者分野のことを念頭にもちろん入れていただいているとは思うのですが、関係する方々が意見を述べられるところを是非作っていただけたらありがたいなと思います。
（中村委員）
　この地域包括ケアに関して、この頃よく介護保険のケアマネの研修でも盛んに言われていることなのですが、どうも「地域包括ケアは高齢者とか認知症の人だけのものではないですよね」と言っていながら、どうもバラバラで動いているような気がするんです。「地域包括」と言っているのだから、障がい者ももちろん地域で生活していますし、高齢者だって認知症の方だって、若年性認知症の方も地域で生活していますし、子どもさんも地域にいます。そういう本当の意味での「包括」とはならないかな、と感じているのです。研修も制度ごとにバラバラでやっていたり、たまたまケアマネのそういう研修に出るとやはり高齢者中心、となっていたりするんです。でも話をしていると、やはり障がい者の問題も結構ケアマネさんの耳に伝わってきています。そこからなかなか…やはり専門的に分かれ過ぎてしまって、という気がしますので、そういった本当の意味での、文字通り「地域包括ケア」というものを追求するためには、まずその辺りの縦割りではなくて、フラットな形での取り組みをお願いしたいなと思います。既にやっていらっしゃるかもしれませんが、どうもそういった印象を受けますので、よろしくお願いします。
（江原会長）
　はい、ありがとうございました。
（田形局次長兼部長）
　今日は介護保険の関係の者がいないのですが、実態としては、いわゆる「地域包括ケアシステム」と言われているものが介護保険制度から始まっていまして、皆さんご指摘の通り介護保険事業関係の中で「高齢者に対する包括的なケア」ということで、医療とか介護、福祉の連携を図る、という仕組みを全国的につくっている、というところです。正式には平成30年からスタート、という形になろうかと思います。一方で先程の精神保健福祉課長の方から話があった通り、精神保健の分野での退院促進から地域定着というところを含めて、あえてその分を「地域包括ケアシステム」という言葉を使っています。それが現状なのですが、国の動きとしてはまだあまり表立ってないところもあります。厚生労働省の中に「我が事・丸ごと地域共生社会推進本部」というものを掲げまして、皆さんがご指摘の通り、高齢や障がい、児童を含めて一ヶ所で、最終的には「地域包括ケア」というのが、みんなを包括したケアのシステムというのを想定しておりますので、少し時間はかかるのかもしれませんが、私の方では近い将来そういった仕組みづくりがなされていくのではないか、と思っております。以上です。
（江原会長）
　はい、ありがとうございました。そのようなところです。私もそれを言おうと思っておりました。それでは、他によろしいでしょうか。
（山本委員）
　いいですか。
（江原会長）
　はい、どうぞ。
（山本委員）

　ちょっと静岡のこちらの葵区・駿河区はよく分からないのですが、清水区において、もう６年位前に医療・介護・福祉の連絡会というのが始まっているのですが、確かその予算が出ているところが、高齢のところから予算が出ているので、高齢者中心の医療・介護中心の市の連絡会が行われています。その清水区の連絡会の方で障がいの方では私だけ出させてもらっているのですが、やはり、できれば総合的にもし医療・介護・福祉全般に会合を開いていくという、もし未来のそういうものをつくっていくのであるならば、もう少し全体的に、障がいの方も踏み込む、生活保護であったり、静岡市の市民全員に関わるその福祉の連絡会であって欲しいと感じるので、またその辺もできれば障がいの方ももっと力を入れてやっていただけたらありがたいなと思っております。
（江原会長）
　はい、ありがとうございました。
それでは、時間もございますので、次の議題に移らせていただきます。
（５）議題２　平成28年度　各区の地域課題について　
（江原会長）
　「議題２　平成28年度　各区の地域課題について」これについてご説明をいただきたいと思います。これは各区連絡調整会議事務局にお願いします。

～葵区事務局会議・連絡調整会議事務局　北尾氏より説明～

（江原会長）
　ありがとうございました。浅野委員お願いします。
（浅野委員）
　すいません、今の件に関して追加で発言させていただきます。医療ケアがある障がい者が確実に増えており、医療との繋がりが非常に課題になっていると思います。実際に皆さん困っているかと思いますが、「どの先生にお伺いを立てたらいいか」とか、「本当に医療とどうやって繋がったらいいのか」が非常に難しい、と感じているのではないのでしょうか。以前も、ショートステイの問診票の問題で葵区の方からも課題が挙がったし、今回も挙がっていると思います。そういうこと１つにしても、やはり医療側がスタンスを共有して、「これでいい」と言ってくれないとなかなか進めない問題だと思います。だから医療側と繋がる必要性が非常にあるのではないか、ということを数年前から感じていまして。重症児に関係のある方の中で、重症児を含む在宅障がい児の存在自体を知られていないので、まず開業医の先生や医療機関に知っていただきたい、ということと、協力を要請したいということで、それを目的に県の方にお願いし、医師会も協力していただいて、昨年「静岡県重度心身障害者の在宅支援に関わる診療所アンケート調査」というものを行いました。これを2,737機関に送ることができまして、その内の422の診療所が何らかの形で重症児の医療に協力してくださる、というお答えをいただいております。その内の112の機関は県のホームページの方で公開をしてくださっています。実際に市内で開業医さんだけでも22の開業医さんが協力してくださる、という状況になってきたので、受け皿になりつつあるのではないかと思っています。この問題については医療の方で考えていこう、ということで開業医さん向けの研修会を企画し、実際に２回今年度開催をしました。そこは開業医さんだけではなく、大学やこども病院、総合病院、医師会の先生方も集まって研修会を実際に開くことができ、２回目は各地域に分かれてその会が開かれた、という実績があります。その会で非常に要望として上がったのが、「やっぱり医療と福祉が繋がる場所がない」と、「実際どういうニーズがあって、どんなことを医療は協力したらいいのか、ということすら知らないので、それについて話し合う場所が欲しい」ということを医療側の方も上げてくれている状況なので、幸い、と言いますか、静岡県では静岡市以外の６圏域と浜松市にはもう重症児部会というものがあるのですが、静岡市にはないのでそれを逆手に取って、よりよいものを、今のニーズに合ったもので医療と繋がる部会をつくっていただけないかな、というのを要望いたします。
（江原会長）
　はい、ありがとうございました。
　はい、松本委員お願いします。
（松本委員）
　医療との連携のところで、医療的なケアを必要とするお子さんというのは毎年増えています。県内で１番大きい医療的ケアをしている学校がうちの学校で、50名近くが医療的なケアを小学校、中学校、高等部の生徒で行っていますが、本当に医療との連携というのが凄く大事なことと、事業所さんと福祉の方も繋がっていくことが凄く大事なことだと思います。教育を保障するという意味でも凄く大事なことだと思うのですが、いつも私たち教員というのは現場で凄く悩んでいるというか、困っているというか、毎日のようにヒヤリハットがあります。大事に至っていないものが多いですけれども、それはありがたいことに隣にこども病院さんがあるので、ある程度連携が取れているというところがある、ＥＲ搬送もすぐにできますので、そういうところに対応はできているのですが、その狭間でやはり命に危険があるということを重く感じています。医療的ケアというのは医療行為ですので、どこまで安全が確保できるか、というところを本当に検討していかないと、学校の場合、教員に、管理職にその責任が掛かってくる、となってきます。その狭間で本当に色んなことが起きていて、その時にどこまで私たちが手を出せるか。学校看護師にお願いはすることはあるのですが、学校看護師も学校にはドクターがいないので、できないところがたくさんあります。そうしたところで、今本校で色々なヒヤリハットが起こった時点で考えていくのですが、どこまでを受け入れていいのか、というところは今でも悩んでいるところです。ですので、こういったことを進めていくのは大事なことだと思いますけども、ドクターをどう配置するかだとか、看護師がどこまでのケアができるかだとか、さらには、医療従事者としての研修を受けている教員がたくさんいますが、実際にはやれないことがたくさんあって、どこまでやれるかというところは本当に議論が必要かなと思っています。他県と静岡県では全然取り扱いが違い、愛知県のように「一切やらない」というところもあります。「命をどう取り扱うか」というところは凄く議論をしていくべきことだ思いますので、急がずにゆっくり色んなところで色んな機関に繋がって話ができるといいと思っています。
あと、看護師は本当に少なく、本校の看護師さんも見つからない状態でやっていますので、そういったことも課題としてこれからずっと続くのではないかな、と思います。以上です。
（江原会長）
　はい、学校での医療的なケアの問題もありますが、葵区の方の連絡調整会議の地域課題、そして浅野委員より要望がありました、部会の設置という形で、医療と福祉が連携できるような仕組みづくり、というような形の提案がございました。これは非常に重要な部分だと思いますので、是非部会等の設置に向けて取り組みを進めていただきたいと思います。よろしいでしょうか。これはやはり事務局の方と検討していって、具体的にメンバー等今後検討していければと思います。
（鈴木委員）
　まずこの課題を挙げた時に、医療的ケアのある児童が学校のほかにどこか通えるところを作るという、「ないからどうしようか？」というところから始めさせていただいたのですが、小さいところから徐々に、浅野委員や松本委員のおっしゃるようにもっともっと大きな問題になってくると思います。その発端であるところをちゃんと押さえておかないと、例えば事業所に看護師さんを配置するにしても、やはり事業所として単価がないとやはり受け入れられない、そういうところを行政の方に考えていただいて、そこから始めたいなというところで、葵区の課題にさせていただきました。
（江原会長）
　はい、本当にできるところから始めないと進まないと思いますので、形として進めていく方向で検討していきたいな、と思います。
　それでは、駿河区の連絡調整会議事務局、お願いします。
～駿河区事務局会議・連絡調整会議事務局　李氏より説明～

（江原会長）
　ありがとうございました。ただ今のご報告、取り組みについてご質問等がありましたらどうぞ。
（畠山委員）
　今回「送迎」というところにポイントを絞ってはいるのですが、実際のところ通常の相談の中でも「通いたいけど、そこまで行けない」とか「活動に参加する能力はあるけどなかなか難しい」と、ご本人さんが諦めてしまうケースも複数ありました。大きな問題になってしまうと、例えばＷＨＯの障がいのＩＣＦの図で言うと社会の参加とか、そうしたものをもう少し考えていかなければ、どういう形で参加できるかとか、その手段としての送迎ということで考えていただきたい、という意見もここで追加として出させていただければ、と思います。
（江原会長）
　はい、他にいかがでしょうか。こういう移動手段についての確保、ということについて国の課題ということで、今後それについての検討をしていく、ということでご報告でした。
よろしいでしょうか。それでは、次の清水区の連絡調整会議事務局、よろしくお願いします。
～清水区事務局会議・連絡調整会議事務局　鈴木氏、深澤氏より説明～

（江原会長）
　はい、ありがとうございました。ただ今各区の方からの連絡調整会議の取り組みのご報告がありましたが、これに関して他にご意見、ご質問等ございますでしょうか。

（中村委員）
　先ほどの清水区から出ておりました災害時の問題について、これは当然清水区だけの問題ではなくて、全市的にということだと思います。熊本の地震で、向こう（熊本）の障がい者就業・生活支援センターの人に聞いた話では、相談支援専門員さんの県の連絡会議のようなものが立ち上がっていて、かなり相談支援専門員さんの各地からの応援や、相談支援専門員の果たす役割というものが非常に大きかったようです。なので、今後相談支援専門員や委託相談事業所も含めて、そういう役割や体制について、熊本や大水害のあった広島から色々な学ぶべきものがあるのではないかと思います。例えば研修会でも、実際にどんなことをやって、課題がどうだったのか、ということも聞けるといいのではないのかと思います。
（江原会長）
　はい、ありがとうございました。
　はい、どうぞ。
（松本委員）
　福祉避難所については、本校も福祉避難所で、１年位前に市の方に来て下さって、本校の防災課長と一緒にお話を伺ったことがありますが、なかなかこちらも理解できず、こちらの学校側としては、「え、どうするんだろう。」と。うちの学校の中では医療的ケアのお子さんが学校に避難してきた場合には対応をやれる範囲でやっていくと思うのですが、それ以外にも地域の方が福祉避難所についてどういった認識をされているか、「避難所」と言っていればやってくるんじゃないか、ということが話し合われていて、福祉避難所になって何をすればいいか、市はどう対応してくれるのか、といったところが曖昧だった記憶があります。福祉避難所に指定された施設の人達の話し合いや説明会は定期的に持たないと、いつか大きな地震が来た時に対応が遅れるのではないかと思っています。それから先程の医療の方、医療的ケアとも関連してくると、福祉避難所と言われながら何もできない、という状態ができてくると思います。福祉や教育、医療との連携は大事だと思っていますので、是非進めていただきたいと思っています。

それと、就労の話が先程ありましたが、進路を考えていく上で、「働くスキルを身につけたい」「将来こういう生活をさせたいから・こういう生活を望んでいるから、こういう事業所で少し力をつけていきたい」という意向に沿って、通所先でやっている作業内容やカリキュラムと本人の意向を検討していきながら、選んでいくのが本来だと思うのですが、実際に進路指導をしていく中では、通えるところを、本人が無理なく通えるところを優先してしまう傾向がどこの特別支援学校でもあると思います。「子どもたちが地域で豊かに生活をしていくために」ということを考えた上で支援していけるよう、見方を少し考えてやっていけるといいと思います。
（江原会長）
　はい、ありがとうございました。他にいかがでしょうか。
　それでは、次に移らせてもらいます。
（６）報告事項１　委員提案への対応について　
（江原会長）
　報告事項に入ります。「報告事項１　委員提案への対応について」これは事務局の方から説明をお願いします。
～障害者福祉課　渡邊主幹兼係長より説明～

（江原会長）
　はい、今資料３の１ページの報告について事務局からありました。ただ今の説明についてご意見、ご質問等いかがですかね。長谷川委員もよろしいでしょうか。　それでは、次に移りたいと思います。

（７）報告事項２　発達障害者支援体制整備検討委員会からの報告について　
（江原会長）
　次は「報告事項２　発達障害者支援体制整備検討委員会からの報告について」お願いします。
～障害者福祉課　渡邊主幹兼係長より説明～

（江原会長）
　はい、ありがとうございました。この件に関して、ご意見、ご質問等ございますでしょうか。資料に関しては、当日配布等で概要版というものが配られておりますが、発達障がいの支援という形で保健、医療、福祉、子育て、教育、それらを共通の理念の元に進めていく、という取り組みです。よろしいでしょうか。
（８）報告事項３　静岡市指定障害福祉サービスの基準条例等の一部改正について　
（江原会長）
　それでは、次は「報告事項３　静岡市指定障害福祉サービスの基準条例等の一部改正について」よろしくお願いします。
～障害者福祉課　長田主幹兼係長より説明～

（江原会長）
　はい、ありがとうございました。基準に関する条例の一部改正について報告がございましたが、ご質問等ございますでしょうか。パブリックコメントは終わっていて、今回は議会に上程して、４月１日から施行する、ということです。これは国の省令に基づいて、市の条例を改正する、というものです。よろしいでしょうか。
（９）　報告事項４　次期障がい者計画・障がい福祉計画及び心のバリアフリーイベントにつ
いて

（江原会長）
　それでは、報告事項最後になりますが、「報告事項４　次期障がい者計画・障がい福祉計画及び心のバリアフリーイベントについて」よろしくお願いします。
～障害者福祉課　鈴木課長補佐兼係長より説明～

（江原会長）
　ありがとうございました。ただいまアンケートの回収率が悪かった、というご報告がございましたが、ヒアリングを今後していくというところで、後はバリアフリーイベントについての報告でした。これについて、ご意見・ご質問等ございますでしょうか。
　全体を通して、ご意見、ご質問等ございますでしょうか。
　よろしいでしょうか。各部会、プロジェクトの方でまた今後、今までの課題について具体的に検討して、実際に具体的に進めていただければというふうに思いますし、地域課題にて出た今後取り組むべき課題についても、できるところから、というところで是非必要な部会、もしくはプロジェクト等の設置等を検討していければと思います。
よろしいでしょうか。それでは、これで審議・報告を終了したいと思います。以上で予定していたものは終了となります。皆様におかれましては、円滑な進行にご協力いただきましてありがとうございました。
これにて、本日の議長の座を閉じたいと思います。

　事務局にお返しします。

（10）閉　会　（正午閉会）
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